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    アライドテレシス株式会社（本社 東京都品川区、代表取締役社長 大嶋章禎）と、ウォッチガード・テクノロジー・ジャパン株式会社（本社 東京都港区、社長執行役員 根岸正人、以下ウォッチガード）は、アライドテレシスの SDN/アプリケーション連携ソリューション「Secure Enterprise SDN（以下 SES）」と、ウォッチガードの統合セキュリティアプライアンス製品である Firebox シリーズと連携し、SDN によるネットワークセキュリティの強化ソリューションを提供して行くことに合意しましたので発表いたします。 

 
WatchGuard Fireboxシリーズは企業のネットワークセキュリティ対策に必要なセキュリティ機能を統合した多層防御により、高いセキュリティ機能を実現します。マルウェア・ランサムウェア対策、不正浸入検知・防御、迷惑メール対策、標的型攻撃対策などさまざまな脅威を防御し、企業のセキュリティ対策を強化します。さらに、シンプルな導入・運用・管理、グラフィカルなレポート機能により、複雑なセキュリティ管理をわかりやすく「見える化」することも可能です。 
 アライドテレシスの SESは、SDN技術をエンタープライズ市場に適応させ、企業向けアプリケーションとネットワークを連携/連動させることにより、ネットワーク運用管理にかかる工数/コストの削減、およびセキュリティの強化を実現します。SESはすでに IT 資産管理システム、ネットワーク脅威検知システムと連携しておりますが、このたび、プロキシ経由構成においても、クライアントの送信元 IP アドレスを特定通知することができる Fireboxシリーズ（Fireware OS 11.12 以降）との連携により、次世代ファイアウォール機能であるウイルス対策（GatewayAntiVirus）、レピュテーションセキュリティ（Reputation Enabled Defense）、URLフィルタリング(Web Blocker)、標的型攻撃対策(APT Blocker)等で検出した感染端末の通信をエッジスイッチにて遮断・隔離し、拡散防止するといった情報漏洩ソリューションを提供いたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 図：SESと Fireboxシリーズとの連携構成概要 
 両社は現在、2017年 7月までにサービス提供を目指し、共同開発検証を行っております。 



                          
 

PRESS RELEASE 
 コメント ウォッチガード・テクノロジー・ジャパン株式会社 社長執行役員 根岸正人 「昨今、セキュリティの課題となっているランサムウェアやランサムワームへの対策など、ネットワークからエンドポイントまでの統合的なセキュリティの強化が、企業の重要課題の一つとして認識されています。より複雑化するサイバー攻撃に対処するには、効率的に複数のセキュリティ製品を連携する事も重要となっています。今後、ウォッチガード Fireboxとアライドテレシス様の「Secure Enterprise SDN」連携によるセキュリティ強化ソリューションを多くの企業や組織に提供できる事を喜ばしく思います。」 
 
 【アライドテレシス株式会社について】 アライドテレシスは、ネットワーク専業メーカーとして、企業、医療、自治体・文教などあらゆる分野において、先進のテクノロジーによる高信頼性を誇るネットワーク製品、ソリューション、ITサービスをご提供しています。 
 【ウォッチガード・テクノロジー・ジャパン株式会社について】 
WatchGuard（R）Technologies は、業界標準ハードウェア、ベストオブブリードセキュリティ、ポリシーベースの管理ツールを独自アーキテクチャにより統合したビジネスセキュリティソリューションを提供するグローバルリーダとして、全世界の企業にエンタープライズクラスのセキュリティソリューションを提供しています。詳細は http://www.watchguard.co.jp をご覧下さい。 
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 【本リリースに関するお問い合わせ先】 アライドテレシス株式会社  マーケティングコミュニケーション部 田中利道 TEL：03-5437-6042  FAX：03-5437-6044  E-Mail： totanaka@allied-telesis.co.jp   ウォッチガード・テクノロジー・ジャパン株式会社 マーケティング部 堀江・角田 TEL：03-5797-7205  FAX：03-5797-7207  E-Mail： jpnsales@watchguard.com   ・プレスリリースに記載されている会社名および商品・サービス名は各社の登録商標または商標です。 ・プレスリリースに掲載されている内容、サービス／製品の価格、仕様、お問い合わせ先、その他の情報は、発表時点の情報です。そ の後予告なしに変更となる場合があります。また、プレスリリースにおける計画、・標などはさまざまなリスクおよび不確実な事実に より、実際の結果が予測と異なる場合もあります。あらかじめご了承ください。 
 


